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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　トラクタの後部に昇降可能に連結され、該トラクタからの動力により駆動されるロータ
リ軸が軸支された作業機本体と、該作業機本体に対して作業幅を延長するように配備され
、前記ロータリ軸からの動力を受けて回転される延長ロータリ軸が軸支された延長作業機
体とからなり、前記ロータリ軸端部と前記延長ロータリ軸端部とが接続部を介して接続さ
れる状態と、前記ロータリ軸と前記延長ロータリ軸とを離脱して前記作業機本体に対して
前記延長作業機体を折り畳む状態とを選択可能にし、前記作業機本体の側面に、露出され
た前記接続部を囲む障壁部を固定した状態で突設し、該障壁部の側面又は底面には内部に
連通する間隙を形成することを特徴とする折り畳み農作業機。
【請求項２】
　前記障壁部は前記接続部の回りを囲む筒状体からなることを特徴とする請求項１記載の
折り畳み農作業機。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、トラクタの後部に昇降可能に連結される作業機本体に対して延長作業機体を
設けて、この延長作業機体を作業機本体に対して折り畳み可能に配備した折り畳み農作業
機に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
　この種の折り畳み作業機としては、耕耘・整地或いは代掻き作業を行うロータリ作業機
が知られている。このロータリ作業機は、トラクタの後部に昇降可能の連結装置を介して
作業幅中央部分の作業機本体が連結されており、この作業機本体の左右両側に作業幅を延
長する延長作業機体が折り畳み可能に配備されている。ここで、作業機本体に軸支された
ロータリ軸（回転軸）は、トラクタからの動力によって回転駆動され、延長作業機体に軸
支される延長ロータリ軸（延長回転軸）は、ロータリ軸の端部をこの延長ロータリ軸の端
部に接続することによってロータリ軸を介して回転駆動される。したがって、この折り畳
みロータリ作業機は、中央部分の作業機本体に対して左右両側の延長作業機体を折り畳ん
だ状態で、作業機本体を単独で使用して狭幅の作業を行うことが可能であり、また、左右
の延長作業機体の一方又は両方を延長状態に設置し、延長ロータリ軸を作業機本体のロー
タリ軸と接続させて、作業幅を延長させた状態で作業することも可能である。
【０００３】
　このようなロータリ作業機におけるロータリ軸と延長ロータリ軸の端部接続に関しては
、従来より各種の提案がなされている。特開平８－１９１６０９号公報には、ロータリ軸
端部に一方の爪クラッチを突出させたクラッチ装置を設け、延長ロータリ軸の端部にこれ
に噛み合う他方の爪クラッチを突出させたクラッチ装置を設けたものが開示されている。
また、特開２０００－３４２００１号公報には、ロータリ軸の端部に軸の回転方向側に係
合面を形成した係合体を設け、延長ロータリ軸の端部にこの係合体の係合面と係合する被
係合面を形成した被係合体を設けたものが開示されている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　このような従来技術によると、ロータリ軸と延長ロータリ軸との接続部が互いに作業機
本体或いは延長作業機体の側面から露出した状態で配備されている。そして、作業機本体
は、延長作業機体を折り畳んだ状態で単独で使用することもあるので、特に作業機本体側
の側面に露出している接続部においては、草やわら等の夾雑物が絡みついて回転駆動の抵
抗になると共に、絡みついた夾雑物等が障害になって延長作業機体の延長回転軸との接続
が円滑に行われないという問題が生じていた。
【０００５】
　また、延長作業機体を折り畳んだ状態で農作業機をリフトアップし、トラクタを路上走
行させる際等においては、接続部における係合片等の突起が露出した状態で回転すること
になるので、安全性の面でも問題があった。
【０００６】
　本発明は、このような問題に対処することを課題とするものであって、具体的には、作
業機本体に軸支された回転軸と延長作業機体に軸支された延長回転軸との接続部において
、露出した接続部への草，わら等の絡みつきを防止すると共に、安全性の高い折り畳み農
作業機を提供することを目的とするものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　このような目的を達成するために、本発明による各請求項に係る発明は以下の特徴を具
備するものである。
【０００８】
　請求項１に係る発明は、トラクタの後部に昇降可能に連結され、該トラクタからの動力
により駆動されるロータリ軸が軸支された作業機本体と、該作業機本体に対して作業幅を
延長するように配備され、前記ロータリ軸からの動力を受けて回転される延長ロータリ軸
が軸支された延長作業機体とからなり、前記ロータリ軸端部と前記延長ロータリ軸端部と
が接続部を介して接続される状態と、前記ロータリ軸と前記延長ロータリ軸とを離脱して
前記作業機本体に対して前記延長作業機体を折り畳む状態とを選択可能にし、前記作業機
本体の側面に、露出された前記接続部を囲む障壁部を固定した状態で突設し、該障壁部の
側面又は底面には内部に連通する間隙を形成することを特徴とする。
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【０００９】
　請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明を前提として、前記障壁部は前記接続部の
回りを囲む筒状体からなることを特徴とする。
【００１０】
このような各請求項に係る発明によると、以下の作用をなす。
【００１１】
　つまり、折り畳み農作業機は、トラクタの後部に昇降可能に連結され、このトラクタか
らの動力により駆動されるロータリ軸が軸支された作業機本体と、この作業機本体に対し
て作業幅を延長するように配備され、ロータリ軸からの動力を受けて回転される延長ロー
タリ軸が軸支された延長作業機体とからなり、ロータリ軸端部と延長ロータリ軸端部とが
接続される状態と、ロータリと延長ロータリ軸とを離脱して作業機本体に対して延長作業
機体を折り畳む状態とを選択可能にしているので、中央部分の作業機本体に対して左右両
側の延長作業機体を折り畳んだ状態で、作業機本体を単独で使用して狭幅の作業を行うこ
とが可能であり、また、左右の延長作業機体の一方又は両方を延長状態に設置し、延長ロ
ータリ軸を作業機本体のロータリ軸と接続させて、作業幅を延長させた状態で作業するこ
とが可能になる。
【００１２】
　また、作業機本体の側面に、露出された接続部の回りを囲む障壁部を固定した状態で突
設させている。この障壁部は接続部に近づく草，わら等に対する障壁になっている。この
障壁部によって、草，わら等の接続部への絡みつきを防止することができる。また、障壁
部が接続部周辺を囲っているので、安全性を向上させることができる。
【００１３】
　また、障壁部の側面又は底面に内部に連通する間隙を形成することによって、障壁部の
内部に土や石等が溜まった場合にも容易に排出することができる。
【００１４】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の実施形態を図面を参照して説明する。
【００１５】
　図１及び図２は、折り畳み農作業機であるロータリ作業機の外観図である。ロータリ作
業機１は、左右方向の作業幅が長く、一行程で幅広の砕土或いは代掻き作業を行うことが
できるロータリ式のハローである。このロータリ作業機１の前部中央部分には、図示省略
したトラクタのトップリンクとロアリンクとからなる３点リンクヒッチ機構に連結される
連結部２が設けられ、ロータリ作業機１はトラクタの後部に連結部２によって昇降可能に
連結されるものである。また、トラクタのＰＴＯ軸から、ユニバーサルジョイント等の伝
動手段を介してギアボックス３に動力が伝達される。
【００１６】
　このロータリ作業機１は、トラクタのタイヤの間隔よりやや作業幅の広い中央部分の作
業機本体４と、その作業機本体４の左右に作業幅を延長させるために配備される延長作業
機体５Ｌ，５Ｒとからなり、この作業機本体４と延長作業機体５Ｌ，５Ｒとによって３分
割された構造をなしている。そして、延長作業機体５Ｌ，５Ｒは、作業機本体４の固定カ
バー部材１５に設けられた回転支持部６，６により、ほぼ１８０°回転可能に連結されて
おり、図２に示されるように、作業機本体４の背面と左右に配備された延長作業機体５Ｌ
，５Ｒの背面とを重ね合わせるようにして折り畳み状態を保持できるようにしている。ま
た、作業幅を延長する際には、作業機本体４に対して、延長作業機体５Ｌ，５Ｒの一方又
は両方を水平に展開した状態で保持できるようにしており、前述の折り畳み状態と展開状
態とが選択可能になっている。
【００１７】
　ここで、作業機本体４は前述のようにトラクタのタイヤ間隔より広い作業幅を有して、
トラクタのタイヤにより圃場に付けられた車輪跡を消去できるようにしている。また、延
長作業機体５Ｌ，５Ｒは、左右両方を折り畳み状態にできるように、それぞれの長さを作
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業機本体４の長さに対して２分の１以下にしている。
【００１８】
　そして、作業機本体４及び延長作業機体５Ｌ，５Ｒのそれぞれにおける上部には、前述
した固定カバー部材１５，１５ａがそれぞれ設けられており、その後下端部のそれぞれに
整地部材１６，１６ａの上端部が枢支軸１６ｂを介して回動自在に枢着されている。また
、整地部材１６，１６ａの後端部に均平板１７，１７ａの基端部が枢支軸１７ｂにより枢
支されている。ここで、作業機本体４における均平板１７は、均平板制御体１８を介して
幅方向中央部が支持されており、この均平板１７が枢支軸１７ｂにより自在に回動できる
均平作業状態と、均平板１７の回動を下方側で規制して代掻き土壌の土寄せ等を行う固定
状態とを選択できるようにしており、この選択はトラクタ操縦者が運転状態のままで操作
できるようにしている。
【００１９】
　また、作業機本体４における整地部材１６と延長作業機体５Ｌ，５Ｒにおける整地部材
１６ａ，１６ａの両側部には、整地部材結合装置１９が設けられており、作業機本体４に
おける均平板１７と延長作業機体５Ｌ，５Ｒにおける均平板１７ａ，１７ａの両側部には
、均平板結合装置２０が設けられている。図２における符号１９Ａ及び２０Ａはそれぞれ
整地部材結合装置１９，均平板結合装置２０における位置規制部材を示している。
【００２０】
　上記ギアボックス３の左右両側には作業機本体４を支持する本体フレーム７が延設され
ている。この作業機本体４における本体フレーム７の片端側には伝動ケース８が、他端側
には支持枠９がそれぞれ垂設されており、この伝動ケース８と支持枠９との間にロータリ
作業部１０が軸装されている。また、延長作業機体５Ｌ，５Ｒにおいては、軸支部１４，
１４間に延長ロータリ作業部１３（１３Ａが延長ロータリ軸、１３Ｂがロータリ爪を示し
ている）が軸装されている。１１は伝動ケース８の側面に露出する接続部であり（突出片
１１Ａ，筒状体２１）、１２は軸支部１４の外側に露出する被接続部である。
【００２１】
　図３は、前述したロータリ作業機の駆動部を説明する説明図である。前述と同一の部位
には同一の符号を付している。ギアボックス３にはトラクタのＰＴＯ軸からの動力がユニ
バーサルジョイント等の伝動手段を介して入力される入力軸３Ａが突出しており、この入
力軸３Ａに入力された動力は、歯車伝動機構３Ｂ，３Ｃ、伝動軸７Ａ、伝動ケース８内の
スプロケット８Ａ及びチェン８Ｂを介してロータリ軸１０Ａに伝達されている。
【００２２】
　ロータリ軸１０Ａは、周面には複数のロータリ爪１０Ｂが突設されており、その両端が
作業機本体４の軸支部４Ａ，４Ａに軸支されてロータリ作業部１０を形成している。また
、延長ロータリ軸１３Ａは、周面に複数のロータリ爪１０Ｂが突設されており、その両端
が延長作業機体５Ｌ，５Ｒの軸支部１４に軸支されて延長ロータリ作業部１３を形成して
いる。
【００２３】
　そして、ロータリ軸１０Ａの両端部には、作業機本体４の側面から外側に露出して接続
部１１が設けられている。また、この接続部１１（突出片１１Ａ，筒状体２１）と接続す
る被接続部１２が、延長作業機体５Ｌ，５Ｒの側面から露出して、延長ロータリ軸１３Ａ
の片側端部に設けられている。したがって、作業機本体４に対して水平に延長作業機体５
Ｌ，５Ｒを展開すると、ロータリ軸１０Ａ端部の接続部１１と延長ロータリ軸１３Ａ端部
の被接続部１２とが接続した状態になり、ロータリ軸１０Ａを介して延長ロータリ軸１３
Ａに動力が伝達されることになる。また、ロータリ軸１０Ａと延長ロータリ軸１３Ａとを
離脱して作業機本体４に対して延長作業機体５Ｌ，５Ｒを折り畳んだ状態では、ロータリ
軸１０Ａが単独で駆動されることになる。
【００２４】
　図４は、作業機本体側の接続部と延長作業機体側の被接続部の形態を示す説明図である
。接続部１１は、ロータリ軸１０Ａの端部に設けられ、軸に対して垂直方向に突出した複
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数の突出片１１Ａが間隔を開けて軸対称に配置されている。一方、被接続部１２は、延長
ロータリ軸１３Ａの端部に設けられ、突出片１１Ａと嵌合するように開放した複数の嵌合
溝１２Ａが軸方向に延びて軸対称に形成されている。そして、この嵌合溝１２Ａは、底部
においては突出片１１Ａと密に嵌合する溝幅になっており、開口付近では、嵌合溝間にお
いて突出片１１Ａを嵌合溝１２Ａに案内する傾斜開放部１２Ｂが形成されている。また、
嵌合溝１２Ａの数は突出片１１Ａの数の倍数（２倍又は３倍）に設定されている。
【００２５】
　図５は、作業機本体４側のロータリ軸１０Ａ端部周辺を示す部分断面図である。作業機
本体４における固定カバー部材１５の側面、つまり作業機本体４の側面には、筒状体２１
が側面と垂直に突設されている。この筒状体２１は作業機本体４の側面に露出する接続部
１１の周囲を囲うように配備されており、これによって、回転駆動する接続部１１に草や
わら等が接触しないように障壁部を形成している。
【００２６】
　図６はこの筒状体２１で囲まれた接続部１１を正面視した図である。筒状体２１は、軸
に対して垂直に設けられた突出片１１Ａの先端と所定の間隔を開けてこれらの突出片１１
Ａを囲うように設けられている。したがって、接続部１１の周囲と筒状体２１内との間に
は、ある程度の隙間２１ａが形成されており、これによって、筒状体２１内に土や水，或
いは石等が入った場合にも容易に排出できるようにしている。
【００２７】
　図７は図５に対応する図で、筒状体２１の他の実施形態を示すものである。この例によ
ると、筒状体２１には、側部及び底部において内部に連通する間隙２１ｂが形成されてい
る。このような間隙２１ｂを形成することによって、前述した土や水，或いは石等の排出
をより良好にすることができる。
【００２８】
　このような実施形態のロータリ作業機１によると、図１に示すように、作業機本体４に
対して左右の延長作業機体５Ｌ，５Ｒを水平に展開させて広い作業幅で作業する使用形態
、図２に示すように、作業機本体４に対して左右の延長作業機体５Ｌ，５Ｒを折り畳んだ
状態にし作業機本体４のみで作業する使用形態、作業機本体４に対して左右の延長作業機
体５Ｌ，５Ｒの一方を折り畳んだ状態で左右の片側のみの作業幅を広げて作業する使用形
態の各使用形態を選択することが可能である。また、路上での走行移動或いは倉庫への収
納時には、作業機本体４を非作業位置にリフトアップして、この状態で作業機本体４に対
して左右の延長作業機体５Ｌ，５Ｒを折り畳んだ状態にすることもできる。
【００２９】
　そして、作業機本体４の側面には、露出された接続部１１の回りを囲む筒状体２１を突
設させているので、筒状体２１が接続部１１に近づく草，わら等に対する障壁となって、
接続部１１への絡みつきを防止することができる。また、筒状体２１が接続部周辺を囲っ
ているので、安全性を向上させることができる。
【００３０】
　また、筒状体２１は接続部１１の突出片１１Ａの先端と間隔を開けて突出片１１Ａを囲
むように設けられているので、筒状体２１の内部に土や石等が溜まった場合にも容易に排
出することができる。図７に示した実施形態のように筒状体２１の側面又は底面に内部に
連通する隙間２１ｂを形成した場合には前述の排出効果をより高めることができる。
【００３１】
【発明の効果】
　本発明はこのように構成されるので、作業機本体に軸支された回転軸と延長作業機体に
軸支された延長回転軸との接続部において、露出した接続部への草，わら等の絡みつきを
防止すると共に、安全性の高い折り畳み農作業機を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の折り畳み農作業機であるロータリ作業機の外観図（展開時）である。
【図２】本発明の折り畳み農作業機であるロータリ作業機の外観図（折り畳み時）である
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【図３】本発明の折り畳み農作業機であるロータリ作業機の駆動部を説明する説明図であ
る。
【図４】本発明に係る作業機本体側の接続部と延長作業機体側の被接続部の形態を示す説
明図である。
【図５】本発明に係る作業機本体側のロータリ軸端部周辺を示す部分断面図である。
【図６】本発明に係る筒状体で囲まれた接続部を正面視した図である。
【図７】図５に対応する図で、筒状体の他の実施形態を示す説明図である。
【符号の説明】
１　ロータリ作業機
２　　連結部
３　ギヤボックス
４　作業機本体
４Ａ　軸支部
５Ｌ，５Ｒ　延長作業機体
６　回転支持部
７　本体フレーム
８　伝動ケース
９　支持枠
１０　ロータリ作業部
１０Ａ　ロータリ軸
１１　接続部
１１Ａ　突出片
１２　被接続部
１２Ａ　嵌合溝
１２Ｂ　傾斜開放部
１３　延長ロータリ作業部
１３Ａ　延長ロータリ軸
１４　軸支部
２１　筒状体
２１ａ　隙間
２１ｂ　間隙
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